
り

三
…
≡
ヨ
三
三
「
［
三
一
≡
一
≡
≡
一
一
≡
一
一
≡
≡
一
一
三
≡
一
＝
一
一
「
；
一
≡
≡
≡
冊
三
＝
　
一
＝
≡
＝
…
三
≡
＝
一
一
≡
一
一
三
「
≡
遷
ヨ
｝
三
「
…
三
§
；
三
「
≡
≡
三
＝
＝

　
本
会
顧
問
　
京
都
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
田
直
二
郎
博
士
計

‘
．
　
　
．

　
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
午
後
九
時
、
西
田
直
二
郎
博
士
は
、
七

十
八
年
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
数
年
、
眼
疾
に
つ
づ
く
内
科
の

疾
患
の
た
め
御
療
養
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
一
度
お
元
気
な
お
姿
に
接
し

た
い
と
い
う
私
ど
も
の
祈
り
も
空
し
く
、
つ
い
に
不
帰
の
途
に
歩
ま
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

　
博
士
の
生
涯
は
、
ま
こ
と
に
史
学
界
の
泰
斗
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
生
涯

で
あ
っ
た
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
大
正
、
昭
和
の
二
代
を
通
じ
て
京
都
の
国
史

学
を
背
負
わ
れ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
博
士
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
文
化
史

学
の
方
法
は
、
ひ
ろ
く
日
本
の
、
い
な
世
界
の
史
学
界
を
風
擁
い
た
し
ま
し

た
。
そ
し
て
博
士
の
哺
育
の
も
と
に
、
幾
多
の
俊
才
が
競
い
た
ち
ま
七
た
。

し
か
し
、
博
士
が
不
帰
の
旅
路
に
進
ま
れ
た
今
、
さ
な
が
ら
京
都
の
森
の
巨

木
が
そ
の
生
命
の
限
り
を
つ
く
し
て
倒
れ
た
空
白
と
寂
漠
の
大
き
さ
を
、
感

じ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
博
士
は
明
治
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日
、
大
阪
府
東
成
郡
清
堀
村
に
お
い

て
、
父
弥
三
郎
・
母
た
ね
の
二
男
に
生
れ
ら
れ
ま
し
た
。
東
平
野
町
私
立
洪

襖
尋
常
小
学
校
、
東
平
野
尋
常
高
等
小
学
校
、
大
阪
府
立
天
王
寺
中
学
校
、

第
三
高
等
学
校
を
経
て
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
に
進
ま
れ
、
明

治
四
十
三
年
史
学
科
国
史
学
専
攻
の
第
一
回
と
し
て
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
ひ

き
つ
づ
き
大
学
院
に
入
学
、
大
正
八
年
京
都
帝
国
大
学
三
教
授
と
な
り
、
大

正
九
年
よ
り
十
一
年
ま
で
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
に
留
学
、
帰
朝
の
の
ち
大
正

十
三
年
教
授
と
な
り
、
昭
和
六
年
、
三
浦
周
行
博
士
逝
去
の
の
ち
は
、
京
都

帝
国
大
学
の
国
史
学
を
主
宰
し
、
史
学
科
の
中
心
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
大
正
七
年
い
ら
い
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
会
委
員
と
し
て
、
京
都
史
蹟

の
研
究
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
国
史
関
係
の
各
種
の
委
員
を
兼
ね
る
な
ど
、
後
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進
指
導
の
か
た
わ
ら
、
ま
こ
と
に
精
力
的
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
史
学

研
究
会
は
ほ
ぼ
選
士
の
研
究
歴
に
ひ
と
し
く
明
治
四
一
年
今
立
し
、
「
史
林
扁

は
大
正
五
年
に
創
刊
に
な
り
ま
す
が
、
三
浦
周
行
博
士
を
た
す
け
て
委
員
と

し
て
、
創
澗
間
も
な
き
本
誌
の
編
集
と
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
　
つ
い
で
評
議

貫
と
し
て
本
会
の
発
展
の
た
め
労
を
お
し
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、

「
平
安
朝
の
文
化
と
庶
民
階
級
偏
　
（
三
巻
三
・
四
号
）
は
じ
め
珠
玉
の
論
考

を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
会
の
今
日
の
隆
盛
に
と
っ
て
、
博
士
の
存
在
は
ま

こ
と
に
大
き
い
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
二
十
九
年
、
本
会
に
名
轡
会
員
捌
を

実
施
す
る
と
と
も
に
第
　
に
博
士
を
推
し
、
昭
和
三
十
七
年
改
組
の
の
ち
顧

問
に
推
挙
い
た
し
ま
し
た
の
も
、
博
土
の
功
労
に
何
ほ
ど
か
で
も
お
報
い
せ

ん
が
た
め
で
あ
り
ま
し
た
。

　
半
世
紀
に
わ
た
る
野
土
の
ご
業
績
を
簡
単
に
ふ
り
か
え
る
こ
と
は
、
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
露
士
の
ご
業
績
は
、
原
始
鹿
本
の
ト
ー
テ
ミ
ズ

ム
の
闘
題
か
ら
、
近
暁
の
歴
史
教
育
の
問
題
に
い
た
る
ま
で
、
文
字
通
り
日

本
全
史
に
お
よ
ぶ
幡
広
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
間
を
つ
ら
ぬ
く
太
い

一
本
の
線
は
、
い
ま
さ
ら
累
饗
す
る
ま
で
も
な
く
、
博
士
に
よ
っ
て
創
始
さ

れ
た
「
文
化
史
学
」
の
方
法
で
あ
り
ま
す
。
博
士
が
大
学
院
に
入
学
す
る
と

と
も
に
日
本
文
化
史
を
研
究
題
目
と
さ
れ
、
爾
来
二
十
二
年
間
の
雪
男
を
へ

て
、
昭
和
七
年
『
日
本
文
化
史
序
説
』
を
世
に
問
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
第
一

篇
に
お
い
て
、
博
士
の
独
創
に
な
る
文
化
史
学
の
理
論
と
方
法
が
述
べ
ら
れ
、

第
二
篇
で
日
本
文
化
の
展
開
過
程
が
、
右
の
理
論
を
駆
使
し
て
、
具
体
的
に

解
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
著
こ
そ
、
す
で
に
多
く
の
論
難
に
よ
っ
て
史

学
史
上
の
評
価
と
位
趾
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
近
代
歴
史

学
の
最
高
の
到
達
点
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
輝
か
し
い
光
荘
の
も
と
に
か
く
れ
て
、
地
味
で
は
あ
り
ま
す
が
今
一

つ
、
博
士
の
顕
著
な
御
功
績
と
し
て
特
筆
い
た
す
べ
き
も
の
に
、
京
都
史
蹟

の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
少
年
の
蜜
か
ら
、
　
「
声
こ
そ
た
て
な
い
が
、
人

間
に
感
興
の
深
い
物
語
を
す
る
偏
史
蹟
に
囲
ま
れ
て
育
ち
、
　
「
そ
し
て
京
都

の
第
三
高
等
学
校
に
入
学
す
る
前
か
ら
京
都
の
史
漿
を
見
る
こ
と
を
、
い
か

に
心
の
愉
し
み
と
し
て
お
っ
た
か
」
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
博

士
の
学
風
を
支
え
る
今
一
つ
の
柱
が
あ
っ
た
と
串
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
大

正
七
年
、
京
都
府
…
史
導
燈
勝
地
調
査
会
委
員
に
な
ら
れ
て
か
ら
は
、
梅
原
末
治

博
士
、
の
ち
に
赤
松
俊
秀
博
士
ら
と
と
も
に
、
ま
こ
と
に
精
力
曲
に
京
都
市

内
外
の
史
蹟
を
踏
査
さ
れ
、
そ
の
成
果
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
発
表
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
最
近
『
京
都
史
蹟
の
研
究
』
と
題
し
て
一
本
に
ま
と
め
ら
れ
て
あ
り

ま
す
が
、
博
士
の
尽
力
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
適
切
な
保
存
の
途

が
講
ぜ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
史
蹟
は
数
多
く
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
文
化

財
保
存
の
要
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
今
臼
、
い
ち
早
く
そ
の
必
要
を
痛
感
さ

れ
、
実
行
さ
れ
た
先
生
の
ご
功
績
の
大
い
さ
を
あ
ら
た
め
て
深
く
も
思
う
の

で
あ
り
ま
す
。
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十
二
月
二
十
八
矯
、
博
士
の
教
え
子
の
一
入
竹
購
聴
洲
氏
が
住
持
す
る
百

万
遍
山
内
寿
仙
院
に
お
い
て
、
葬
儀
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
受
業
生
一
同
、

茶
道
両
家
元
、
そ
し
て
教
え
子
の
一
人
置
イ
シ
ャ
ワ
ー
米
大
使
な
ど
の
供
花

に
よ
っ
て
祭
壇
は
装
飾
さ
れ
、
博
士
の
知
友
清
浄
華
院
法
主
石
橋
誠
道
師
を

導
師
に
、
五
百
余
名
の
参
会
者
に
晃
守
ら
れ
て
、
し
め
や
か
に
厳
粛
に
そ
し

て
盛
大
に
、
学
究
の
最
期
に
さ
も
ふ
さ
わ
し
く
と
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
法

名
は
願
蓮
社
向
誉
誓
信
直
二
上
人
。

　
京
都
の
森
の
巨
木
は
倒
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
学
風
を
、
よ
り
豊
か
に
継

承
し
て
、
幾
多
の
俊
才
が
生
々
と
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
は
た
だ
、
在
天

の
博
士
が
、
安
ら
か
に
兇
守
ら
れ
ん
こ
と
を
祈
念
し
て
、
誹
報
と
い
た
し
ま

す
。
　
（
遺
影
は
、
博
士
の
選
暦
記
念
事
業
に
さ
い
し
、
堂
本
印
象
幽
拍
に
よ
っ
て
画
か

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熱
田
）

　
　
　
　
西
田
博
士
略
歴

明
治
一
九
年
＝
一
月
二
三
日
　
大
阪
府
東
成
郡
清
堀
村
三
三
番
屋
敷
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
誕
生

明
治
四
〇
年
　
三
月
　
　
第
三
高
等
学
校
第
一
部
甲
を
卒
業
　
九
月
京
都
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
入
学

明
治
四
三
年
　
七
月
　
　
右
同
卒
業
　
引
続
き
大
学
院
入
学

大
正
四
年
九
月
　
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
講
師
を
嘱
託
せ
ら
る

大
正
　
七
年
　
四
月
　
　
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
会
委
員
（
爾
後
二
十
余
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
調
査
に
従
事
）

大
正
　
八
年
　
二
月
　
　
大
西
祝
長
女
道
と
結
婚

　
　
　
　
　
　
六
月
　
　
京
都
帝
国
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
る

大
正
九
年
五
月
～
大
正
一
一
年
一
二
月
　
　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
・
ベ
ル
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
大
学
等
に
留
学

大
正
一
三
年
　
五
月
　
　
文
学
博
士
の
学
紘
を
受
く
　
論
文
墨
髭
「
王
朝
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
の
庶
民
階
級
漏

　
　
　
　
　
　
九
月
　
　
京
榔
帝
国
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
る
（
国
史
学
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
座
）

昭
和
　
三
年
　
七
月
　
　
京
城
帝
国
大
学
講
師
を
嘱
託
さ
れ
出
講

昭
和
　
八
年
　
三
月
　
　
蘭
領
東
イ
ン
ド
諸
島
へ
出
張

　
　
　
　
　
　
五
月
　
　
高
等
試
験
臨
時
委
員
（
爾
後
昭
和
一
八
年
ま
で
殆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ど
連
年
）

昭
和
　
九
年
　
二
月
　
　
国
民
精
神
文
化
研
究
所
員
を
兼
任

　
　
　
　
　
　
四
月
　
　
日
本
古
文
化
研
究
班
理
寮
に
就
任

昭
和
＝
年
　
九
月
　
　
日
本
諸
学
振
興
委
貴
会
常
任
委
員
を
嘱
託
せ
ら
る

昭
和
一
二
年
　
八
月
　
　
勲
三
等
に
塗
せ
ら
れ
瑞
宝
章
を
擾
け
ら
る

昭
和
一
三
年
　
三
月
　
　
京
都
夏
霞
大
学
日
本
精
神
史
講
座
（
新
設
）
を
兼
担

　
　
　
　
　
　
七
月
　
　
従
四
位
に
叙
せ
ら
る
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＝
月

　
　
　
　
　
一
二
月

昭
和
一
五
年
　
一
月

昭
和
一
六
年
　
　
一
二
月

昭
和
一
九
年
　
八
月

昭
和
二
一
年
　
　
六
月

昭胆

ｰ
二
六
畠
ヰ
一
〇
月
ハ

昭
和
二
七
年
　
二
耳

　
　
　
　
　
　
四
月

　
　
　
　
　
一
一
一
月

昭
和
三
三
年
　
三
月

昭
和
三
八
年
　
三
月

昭
和
三
九
年
一

昭
二
四
〇
年

月

百

月

六
日 京

都
帝
圏
大
学
文
学
部
長
に
補
せ
ら
る

高
等
官
一
等
に
陞
叙
せ
ら
る

宮
中
御
講
雷
初
に
お
い
て
門
日
本
書
紀
神
武
天
皇

即
位
元
年
橿
原
州
都
条
」
を
進
講

中
華
民
魍
に
繊
張

勲
二
等
に
落
せ
ら
れ
瑞
宝
章
を
援
け
ら
る

教
職
不
適
格
に
指
定
　
七
月
右
に
よ
り
退
官

教
職
不
適
絡
解
除

京
都
大
学
名
誉
教
授
と
な
る

京
都
女
子
大
学
教
授
と
な
る

滋
賀
大
学
教
援
と
な
る

滋
賀
大
学
教
擾
を
免
ぜ
ら
る

京
都
女
子
大
学
教
援
を
退
く

　
　
　
老
衰
と
震
顛
麻
郷
の
た
め
死
去

　
　
　
従
三
位
を
追
陞
せ
ら
る

　
　
　
　
西
田
博
士
主
要
著
警
羅
録

目
本
文
化
史
序
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改

造
　
被
　
　
昭
　
七
・
　
二

京
都
史
蹟
の
研
究

日
本
文
化
史
論
考

血
口
留
弘
文
餓
…
　
　
昭
一
二
六
・
　
～
二

吉
翔
弘
文
館
　
　
昭
三
八
・
一
二

〈
校
訂
〉
満
済
准
后
日
記
巻
一
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
叢
書
大
正
七
～
九

く
編
集
V
元
三
史
料
集
　
　
　
　
国
民
精
神
文
化
文
献
　
　
昭
一
〇
・
　
三

〈
編
著
〉
立
入
宗
継
文
書
・
川
端
道
喜
文
書
（
柴
田
実
と
共
著
）

〈
編
集
〉
後
醍
醐
天
皇
震
翰
集

〈
盤
修
〉
国
史
資
料
集
　
第
・
一

〈
監
修
〉
庚
影
光
曄

く
職
修
V
京
華
聚
英

〈
監
修
〉
京
都
市
史
編
年
綱
貝

洛
西
花
園
小
史
（
向
井
芳
彦
と
共
著
）

洛
南
大
佐
村
史

中
学
圏
史
通
詑

　
　
　
　
　
　
右
同

　
　
　
　
　
　
右
同

二
二
瓢
巻
　
　
右
同

　
　
　
　
京
都
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